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依頼論文

教職課程科目の履修にみる 
地域連携教育の意義と方途
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Abstract

This paper discusses the significance and basic concept of regional cooperation in university education, and 
proposes ways of cooperation by seeking specific examples in teaching courses. Needless to say, education is 
about “human resource development “. This is exactly what is intended by the theme of regional cooperative 
education. The principle of education is learning in which all people are involved: children (students) learn, 
teachers teach, parents raise children, local communities provide support, and government agencies are involved. 
The interconnectedness of these learning activities itself will create a rich future society for the children of 
the next generation. In order to realize this, a place for actual activities where people there can draw on their 
individual wisdom and learn from each other is indispensable. In discussing these issues, we referred to the report 
of the Central Council for Education, guidelines for regional cooperation, and OECD education policies. As 
practical examples, we used the subjects that our students take (school volunteer activities, educational practice, 
etc.) and lectures by elementary school teachers in the region.
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1. はじめに
　言い古されているように，教育の営みは＜人づくり＞
である。子どもが学ぶ，先生が教える，親が子育てする，
地域社会が支援する，行政機関が関与するなど，そこに
かかわるすべての人の在り方が＜学び＞である。そして
いま，未来社会が子どもたちに求めるエージェンシー
（agency）注 1そのものともいえよう。すなわち，人が学
ぶこと，これ自体が教育（education）注 2である。
　その事態にある人々が，互いにそれぞれの叡智を引き
出し合う（educe）ことである。ちなみにフランス語の＜
apprendre＞注 3は，「学ぶ」（英：learning）と「教える」（英：
teaching）の両方の意味を有し，教える者（先生）と学ぶ
者（子ども）は絶対的な意味で対立しあうわけでないと
する。双方が同じ人間であるからである。それゆえ，多
くの先生は子どもと一緒に学ぶことに喜びを体感してい
る。
　本稿がテーマとする地域連携教育にあっても，＜人と

人の学び合い＞が基盤である。至極当然のことと受け止
める。この 8月，中央教育審議会は教育の人づくりにか
かわる＜質の高い教師の確保のための総合的方策＞を答
申注 4している。いわんや，よきタイミングである。ここ
でも，「・・子供たちを育てるという崇高な使命と高度
な専門性・裁量性を有する専門職である教職の特殊性や
人材確保法の趣旨等を踏まえ，具体的な制度設計の検討
を進め，教師の処遇を抜本的に見直す・・」（下線筆者）
として，国を挙げて人づくり・教師育成に取り組むこと
を提言する。そして，「その施策を速やかにかつ確実に
実現することを強く期待する」と記す。この答申では，
教員の働き方改革や人材確保法そして給与改善（教職調
整額引き上げ）などが主である。しかし，その本意は教
職の専門性をより一層重視することに外ならないと考え
る。単なる行政パフォーマンスであってはならない。
　また，文部科学省高等教育局は去る令和 2年 10月に，
地域連携に関するガイドライン 5を公表し，地域に貢献
できる大学の存在を求めている。各大学の学生の学びが
地域再生の核となること，学生はもとより地域の人びと
の生涯学習の拠点となること，知的基盤社会としての大
学の機能を果たすこと（Center of Community）などを大
学改革の方向性としている。この動向に学生個々の学び
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が活きること・活かされることを願うところである。大
学教育の今日的意義の一つといえよう。
　これらの動向は，次代の教育指針ともいえる OECDの
教育政策と深く連関する。その＜ 2030ラーニングコン
パス＞注 6では，冒頭に示したエージェンシーの重要性を
説く。子ども個々の agency（行為の主体性）とともに，
それを支える Co‐agency（共同エージェンシー）の意義
を謳う。子どもの主体的な自己変革には，仲間や教師，親，
地域のコニュニティーなどの関与が欠かせないとする。
　筆者が所属する大学では，栄養教諭一種の免許状を学
生に授ける教職課程を設けている。その一端を担う一教
員として，学生が履修する科目（とくに学校ボランティ
ア【資料❶ -1・2】や教育実習）の推進にあって，教育
の本質論とともに大学を拠点とする地域社会と連携した
履修指導の重要性を痛感する。学生個々に，変化の激し
い社会の動きやその実態，教育の多様な思考の在り方な
どに直接的に触れさせたい。これらの理解を基本に，実
践的な視点から具体的に論じたい。
　なお，現大学以前に筆者が所属していた大学注 7につ
いては，教育学を基幹とする学部の名称およびその運営
である。それゆえ，地域社会との連携活動の実際も学部
開設の科目等に関連する形態・内容が主になることが少
なくない。一例として，「生徒指導の理論と方法」にお
ける学びの内容と地域町会の祭りへの参画によるコラボ
（連携）が挙げられる。そこでは一般論としての小・中
学生の成長発達の状況と，町会のお祭りでの子どもの活
躍の様子などの比較検討による学びが実現可能である。
その実際展開にある学びの価値は，現大学（健康栄養学
部）の実践にあっても共有できると考える。ただ，現大
学においては学部の特性からして，＜健康栄養に関する
連携活動＞が主になることが大半である。例えば，地元
の小・中学校における栄養士・栄養教諭との給食メニュー
（献立）の共同開発研究，教職免許（栄養教諭 1種）取
得のためのボランティア活動や教育実習などが主であ
る。

2. 学生が学ぶ地域体験の価値
2.1. 地域社会に学ぶ　―　その 3つの特性
2.1.1. その未加工のよさ
　日々の大学の授業等にある教材は，あらかじめ教員（教
授）から準備されることが大半である。学ぶ学生たちの
学修の効果・効率を考え，ある程度システィマテッィク
に構成される。これに対して地域社会にある教材は，そ
の地域にそのまま存在し，学修者・学生のニーズにより
自由に色付けられる要素を有している。ここに大学が地

域社会と連携する基本的な意味がある。教職課程科目で
も学ぶ「総合的な学習の時間の指導」注 8がねらいとする
課題発見・問題解決の素材価値とも連動するものである。
この未加工の素材へのチャレンジとその体験に学ぶこと
が，地域素材活用の第一義的な意味であろう。
　その未加工のあり様は，教育を学ぶ学生個々の豊かな
学びの発見やそこに関与する感動の場面を提供してくれ
る。「あっ見つけた」「これは何だろう」「すごいなー」「う
れしい」という音声が聞こえるようである。教育の一面
を学び，子ども自身になりきる体験の一場面である。そ
の声に自らを重ねる学生らは，その事態に鋭敏に向き合
う。ここで味わう心身の高揚感が，「何かを学んでみたい」
「やってみよう」とする学修の探究心を動かす。

2.1.2. 人や物・自然・社会に出会う
　地域教材の発見は，まず学生らの（教員も）その地域
の実態理解から始まる。キャッパスを飛び出し，対象の
地域を歩くことである。例えば，彼らが自らの小学校時
代に体験した「生活科」注 9の学習を思い出しながら地域
探索を行う。そこには人と出会い，建物や風景にふれる，
世間の動きを味わうなど新鮮さを見聞する学びがある。
これを「見たもの」「感じるもの」「もっと知りたいこと」
などの観点から，研究レポートに記述したり授業演習の
際にメンバーと語り合ったりすることが，その発見を深
淵な学びに変貌させる。
　学生たちは，この自らの発見・気付きから，自らの履
修課題の設定を可能とする。課題設定は，学生個々の学
修展開の入り口である。しかも，履修活動全体を見立て
る点ではほぼ 5～ 6割以上の学びづくりといえよう。こ
の学びと体験をベースに，学生個々は自らの手で地域の
地理マップ・人的マップ・施設マップなどを作成するこ
とを可能にする。
2.1.3. 学修プロセスの事実に学ぶ　―　思考の拡散と収
束注 10

　その学びの第一は，その場を体験する事実そのものに
ある。地域の教材を見て，手で触れ，問いかけながら自
ら情報を収集する。ここには学生個々に拡散的思考がみ
られ，自らの諸感覚を地域発見の事実に刺激される。第
二は，その教材を自らの学修課題解決に向けて，自らの
方法で再加工することである。課題追究の核となるプロ
セスを体験する。地域体験の事実を整理する，他の情報
との関連を思考する，自分の意見や考えを記述する，み
んなの前で発表する，相互にディスカッションする，相
互に話し合うなどの過程である。ここに学生個々の収束
的思考がみられる。第三は，学修の事実と成果を自らの
財産として蓄積することである。次の学び意欲付けと各
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科目等への誘因としても活かしたい。

2.2. 地域施設の活用方途
2.2.1. 実体験が可能になる場【資料❷】
　地域社会で学ぶ時間は，学生が主体になる体験的な学
びであり問題解決していく場面である。そのための地域
施設の活用と，そこでの学修活動の実際は極めて有益で
ある。まさに Learning by doing（なすことによって学ぶ）
注 11である。この論の具体化にあって，大学を核とする
多種多様な体験を可能にする施設を活かしたい（以下そ
の例）。
• 自然体験的な施設　―　自然公園，緑地公園，自然観
察園，一般公園の緑地や草花園，動物園，水族館，科
学館やプラネタリウム，海浜公園，河川敷など。

• 社会体験的な施設　―　市民会館，公民館，児童館，
公営図書館，歴史博物館や資料館，社会福祉施設（高
齢者施設・デイケアセンターなど），国際理解センター，
地域学習センター，神社・仏閣，史跡・歴史建造物，
情報教育センターなど。

• 地域環境の日常的体験　―　地域の田畑や食に関する
商店街（本学の場合），工場および街並みなど大学キャ
ンパス周辺施設等の活用など。

2.2.2. その特性の活用
　どのように活用するか。そこに学生個々の主体的な意
思を働かせたい。学生たちも自らの心身が自由に動ける
よう，日頃から施設等に関する基本な事項・特性を把握
しておきたい。例えば，➀その施設の役割，➁設置の目
的や由来，➂施設の内部状況，➃自分が活用し体験する
内容，➄使用可能な曜日や時間帯，➅施設担当者の勤務
状況などである。
　当然のことであるが，実地調査をもとにした事前学習
や該当施設との綿密な連絡等も不可欠である。そのカギ
は，学生たちの主体的な学びを援助するその施設での＜
指導者・担当者の活用＞である。その施設内での活用は
勿論のこと，学内における出前指導等も要請したい。そ
の専門性や特技・知識を十分に活用し，直接的に学生の
学びの機会をつくるようにする。このような活用の在り
方を積み重ねていると，施設側から学生ボランティア等
の協力要請がある場合も少なくない。相互に専門性を活
かし合う連携がみられよう。
2.2.3. 必要な準備と援助
　キャンパス外での活動が中心になるだけに，学生たち
が自主的・主体的に安心して動けるシラバスや実施計画
が必要である。事前の段階で，ⅰ施設概要や担当者の氏
名紹介，ⅱ現地での可能な学び実態，ⅲ活動に当っての

約束やきまり，ⅳまとめ方の見通し，ⅴあいさつや質問
の仕方などを明らかにしておく。十分な備えがあれば，
学生たちも意欲的に自らの課題に取り組む。その施設や
担当者とかかわる時間の確保にも配慮したい。また，安
全面の配慮から，その施設周辺の医療施設や避難経路等
をチェックしておきたい。

2.3. 連携活動における人材活用
2.3.1. 人の動きそのものが連携
　地域の人々との連携は，＜学生と教員の大学＞から＜
学生が社会で生きる大学＞への変革を意味する。例えば，
地域の食産業と契約してメニュー開発を行う。その開発
プロセスや販売状況などを調査研究するなどである。そ
こでの協働作業による学び合いとともに，店主から企業
経営の苦労話を聞いたり商品販売の方法等を教示しても
らったりする。
　また，大学での学園祭に地域の方々を招待し，学生た
ちの研究成果や学びのレポート報告などを行う。この事
例のように，大学と地域の産業特性を活かして＜人がう
ごく＞＜人がつながる＞ことを見聞きすることに意味が
ある。人相互の動向とその連携には，互いの心と心が通
う合い，面識も拡大する。あいさつをし合う関係から助
け合い協力し合う発展的な関係づくりが可能になる。こ
こにこそ，連携事業の真の価値がある。
2.3.2. 人材活用の意義理解
　人材活用は，大学自体を地域社会に＜ひらく＞手立て
である。＜人間を教材にする＞という極めて重要な意味
をもつ。第一に，学生個々と学外の人々それ自体が教材
になることである。その人の生き様そのものが学生の学
びとキャリア形成に資するところがある。地域社会に立
脚した大学の存在なればこそ，そこにこそ＜人と人とが
血が通う＞機会拡大になる。その双方が大学と地域社会
に生きる人として交流を深め合うことができる。
　第二は，大学（座学）での専門性を超える力量が得ら
れることである。例えば，その人の仕事の話を聞く，郷
土史を学ぶ，地場産物の育成法を知る，消防署の人から
防火の話を聞くなどである。学生自らが教材開発の機会
を見出し，学生個々が＜本物に触れる喜び＞を体験する。
そして，第三には大学の存在と教育活動を直接的に理解
してもらうよきチャンスになる。次代を担う若者の学び
の姿をみていただく機会と場である。ここに関与する地
域の人々も＜自分たちのまちの大学・学生＞という感覚
で思いやりのある言葉かけをすることにもなろう。大学
としての教育力の具体的な提示にも資する。
2.3.3. 人材活用とその教材化
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　人材の活用の目的を明らかにすることである。この点
の相互理解がそれ以降の連携事業に継続性をもたらす。
シラバスを意図的 ･計画的に展開する筋道づくりでもあ
る。
　具体的な目的設定には，以下のよう視点（例）が求め
られる。
（ア） 互いの立場を尊重する　―　個々の役割を心情的

に理解し合うことである。そして，互いのよさ（善・
良）に気付き学び合うようにする。

（イ） 活動の目的を検討し合う　―　地域の協力者・事
業者と密接な連絡を取り合い，人材活用の教育活
動に共通認識をもつようにする。

（ウ） 互いに体験的に学び合う　―　価値観にとらわれ
ず，学生・協力者・教員が「まずやってみよう」
と積極的に取り組む。活動の実際をエビデンスに
する。

（エ） 互いに情報を提供し合う　―　そのプロセスにあ
る話し合いを大切にし，必要な情報を相互に取捨
選択することを許容することである。

3. 持続的連携の活動推進
3.1. 体験を発表する　―　パッションの感得
　自らの体験活動の実際を発表の意義は，その体験の事
実がその場限りになることなく，当事者自身と多くの他
者・社会に共有されることである。＜ひらく＞行為であ
る。
　教育学を学ぶプロセスにある学生は，何かを活動し体
験すると，それを何らかの機会や場で発表し，自己表現
したいと願うものである。表現者としての自分づくりが，
教育者としての自己を形成していく。いわゆる「先生力」
の自己育成である【資料❸】。
　いうなら，先生の存在意義は自らの心身を取り巻く事
態に直面し，その諸感覚の味わいに感動し，そこでの熱
中した体験を表現したいという欲求をもつことである。
先生としてのパッション（passion：情念）の感得である。
大学はもとより社会全体のインフラには，教育の本質と
してのこれら＜先生力＞をはぐくむ基本的動機づけとし
てのエネルギーが必要にして十分に涵養されることが欠
かせない。ここに発表の根本意義を見出したい。
　そこには，自らの思いや考え，体験の事実を相手に伝
えようとする意思が存在する。そこから，その内容の選
定・整理，発表の方法等が想起されよう。これらのプロ
セスに，その表現方法や技術（プレゼンテーション）な
ども重要になってくる。まさにこの発表体験そのものが，
一連の過程を＜なすことによって学ぶ＞ことである。

　プレゼン発表による表現方法の基本は，「わかりやす
い」「簡潔」「印象がよい」の 3点である。そのツールは
PP資料の作成が一般的であろうか。また，動画や体験活
動で得た資料や作品なども有効である。説得力のある方
法を考えたい。その表現法は，自らの頭で思考した内容
を外に表出することである。＜さらされる脳＞体験その
ものといえよう。

3.2. 相互交流のある場をつくる
　人，物，自然，社会に出会うことである。ここでの交
流体験は，多様な学びの拡大を促進する。ここではその
体験の事実について，「なるほどそれは面白い」「素晴ら
しい体験ができる」「よく頑張ってよかった」など，感
情をくすぐる認めの場面が有効であろう。
　その際，学生個々が自ら発表方法を選択できるように
する。例えば，口頭発表，映像発表，劇化表現，個人発表，
グループ発表などである。その体験の事実も，マップや
絵・文字に表現した掲示物，写真や研究資料などの印刷
物，実物の展示などによって紹介する。発表の目的に応
じて，これらを学生自身が自己選択し，自由な組み合わ
せを可能とする助言を心掛けたい。これらある種教授活
動の基本とされる援助法によって，学生および学生同士
の発表・表現に多様性のあるしかも創意工夫のある活動
が創出されていく。
　そこには，学生および地域の人びとが互いの感覚を刺
激し合う。人間性の涵養も促される。この実感が，次の
実践への意欲やコミュニケーション能力をはぐくむ。

3.3. 柔軟な見方・考え方を育てる
　周知のように，小中高等学校の学習指導要領注 12の各
教科等が求める目標には，例えば国語科で「言語による
見方・考え方を働かせ，・・」と表記し，国語科の特性
である言語の理解と言語活動の充実を求めている。同様
に社会科や数学科などの教科においても＜見方・考え方
を働かせ＞として，その教科特性について理解と深い思
考力を求めている。
　この教科学習の目標の在り方に学ぶところが大きい。
そのためには，地域社会との連携活動にあっても，その
活動自体にある＜見方・考え方＞を深堀しておきたい。
　そのために，一例として，体験活動の発表形式を考え
たい。単に「形式か？」ともいえるが，その概観を学生
個々が描くことで，一連の学修プロセスを自ら獲得でき
よう。具体的には，その方途が個人またはグループ別な
どによって異なが，例えば➀要点を集積した発表，➁質
疑応答，➂自由討論・意見交換，➃発表者のまとめ，➄
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学生相互のコメントなどを基本にした時間設計を含めた
ロードマップを考えることになろう。
　その描き方にあっては，ポスターセッションによる発
表，ビデオやデジタルカメラ，パソコン映像なども採り
入れるとそのバリエーションも多様化する。また，発信
者と情報の受け手を結び付けた上手な聞き方を身に付け
ることも必要である。さらに，プレゼン内容からその要
点をメモし，キーﾜｰﾄﾞや疑問点，質問事項等を見つける
ことを助言したい。体験の発表はその発信者が中心にな
るが，受け手との相互交流があって発信者の啓発もみら
れる。共感的な意見だけでなく，疑問点や批判的な意見
を受容する柔軟性も育てたい。

3.4. ＜体験のよさ＞を深堀する
　これまでにも述べているが，体験活動による学びその
ものが地域連携教育の基盤を成していると考える。そこ
にある思想には，＜直接的に見聞し，調べ，ものをつく
ることを通して自らの諸感覚を刺激する＞との理解であ
ろう。私たちヒトの心身の中核にある＜事実を発見し，
新しい課題に直面したい＞とする欲求である。江戸時代
に儒学や教育の世界で活躍した貝原益軒注 13は，自分の
足で歩き，目で見，手で触り，口でも確かめるなどの実
証主義的な学びを重視している。まさに＜体験こそが教
育＞との考えであろう。
　ここには，＜生きる実感の味わい＞がある。この基本
的な意味を学生たちが学ぶとともに地域社会やそこでの
関係者にも確かな理解を求めたい。学生個々がその体験
学習者の当事者として，実際に活動そのものを体験する
ことで体感としての理解が得られる。
　この意義の定着には，以下 4つの体験活動にある具体
認識が求められてよい。
➀ 現場での出会い　―　街に出る，川に行く，ものづく
りをする，植物を育てるなどは，その場でしか味わえ
ない可能性を提供する。

➁ 人と事象の動きをみる　―　子どもなど人の言動など
本物から学ぶことに，学生自らが気付き，その事実を
認めることである。子どもたちや人々の歓声や興奮，
沈黙，つぶやき，そのときの手足の動きに注目するこ
とである。

➂ それらを課題化する　―　学生たち個々は体験活動で
の気付きを自分の問題として自覚することができよ
う。その気付きを自己受容しながら，子どもたちや人々
の願いや課題設定のヒントに学修課題とする学びが重
要である。

➃ 自ら学びを創る　―　一連の「調査活動をする」「事

実を記録する」「レポートをまとめる」「発表する」な
どの学びのプロセスを学生個々が自身の学びとして
コーディネートする。その体験が学生の研究心とキャ
リア形成を豊かにする。

4. 座学から体験へ　―　その定着と評価
4.1. その条件整備
　学生らの体験活動のよさが充実し，自らの学びの
フィールドに定着するには，その体験自体が価値ある教
育活動としての問いに叶うことである。体験は＜論なき
安易さ＞に流れやすい。それゆえ，問いに資する基本要
件を以下のように具体整備しておきたい。
　第一に，その体験の実態（地域の素材など）が学生個々
の意向やその地域の特性を反映していることである。そ
こにある既存のする体験可能な素材・教材を学生の興味・
関心や研究的視点から再吟味することである。そのプロ
セスに学びながら学生自身が自らの学修を構想するこ
とを求めたい。学生の＜学びの地図づくり＞の援助であ
る。例えば，大学の図書館と地域のコミュニティ図書館
と連携した調べ学習の促進する，地域の環境特性に学び
例えば農作業の実際を系統的に体験する，図書館司書や
地域コーディネーターなどの人材との協働によるワーク
ショップを催す，などの具体展開である。
　第二に，カリキュラムの研究開発をすることである。
シラバスの位置づけとその内容の充実である。学生の主
体的な学びに添うことをベースに，地域にある生活体験
や自然体験による学びの素材を指導の計画・内容に系統
化に位置付けることである。大学全体のカリキュラムプ
ランや履修学年の科目配列等も視野に入れたい。
　とくに，教職科目の場合，地域の小・中学校の教育課
程の内容との連携も欠かせない。一例を挙げると，学生
が関与しているボランティア活動校において国際理解教
育を展開している場合，その単元にある「外国に人と遊
ぶ」（小 3），「英語であいさつ」（小 5）など学習内容と
その展開を大まかにでも理解しておきたい。本学の学生
が取得する栄養教諭免許の場合，「バランスの良い食事
をしよう」（小 4），「和食のよさを学ぶ」（中 1），「食の
マナーを身に付けよう」（小 6）などのカリキュラム研究
がその主になろう。
　個々のカリキュラム展開のイメージをもちながら，そ
こでの小・中学生らの学びの実際を想像したい。その学
びから自らのカリキュラム構想を具現化する。そのプロ
セスにある体験過での学びや積み重ね（試行錯誤）を経
ながら教材開発を確かにする。また，このプロセスの記
録を残すことが重要である。学修体験による成果をカタ
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チにすることである。例えば，その学びをポートフォリ
オとしてまとめる，学生自らが体験記録やレポートにま
とめるなどである。これらを大学でのゼミ活動で提案し
たり，関係した地域社会の方々に公開したりする。これ
らが大学自体の地道な成長であり，学生個々の自信にも
なる。

4.2. 体験活動の評価
4.2.1. 体験の事実が評価である
　＜体験＞は上記の 3の 1～ 4で記したように，なすこ
と（活動）そのものに意味がある。それゆえ，その評価
はなした者（学生個々）の形成的な評価を基本とする。
個人内評価と表現してもよい。第三者（大学教員など）
による客観性だけで評することではない。
　むしろ，その営みに関与する者らが，一緒にその体験
の事実を感得し合い認め合うことであろう。また，その
体験のプロセスや所産（作品や作業結果）に互いに学び
合うことである。加えていうなら，体験の記録や発表に
学び合い，体験をなした者のよい点や意欲的な言動・態
度などに触れることであろう。その際，以下の点に留意
したい。
（ア） 体験の事実　―　「～を観察する」「～をした」「～

を味わう」などの体験の実際を経験し，それを語
り，記録できる力である。

（イ） そこでの気付きや学び　―　「おもしろい」「やっ
てみたい」「実際にしてみて分かった」などの感
触を得ているかである。そして，その気付きから
自分なりの課題を記述できることである。

（ウ） 体験の自己理解　―　その課題追究を自分の体験
として自覚することである。自分で自分のことを
知りたがる自分の存在に気付き，何をしているか
を自らもう一段上から理解できることである。い
わゆる＜メタ認知＞注 14の獲得である。

（エ） 体験の相互啓発　―　互いの体験に学び合うこと
である。発表や報告から，「なるほどその経験は
おもしろい」「自分もやってみたい」「もっとこん
なことがしてみたい」などを体験することである。

（オ） 課題の発見　―　この次に体験したいことを見出
し，具体的な体験の事実として記述することであ
る。「福祉施設で困っている人を助けたい」「こん
な作品をつくりたい」などの課題である。

　ただ，大学の教員としては，履修単位の認定の観点か
らカタチとして見える評価を考えることもあろう。その
方法として，質問紙法（体験記述），面接法，観察法な
どにより，体験の事実発表の工夫，報告書の内容等から

評価することも実際的であろうか。
4.2.2. 活動過程に即して評価する
　学生個々の体験での学びを形成的に評価することであ
る。その際，学生の体験過程に寄り添い，その学びのよ
さをきめこまかに感得するようにしたい。この一連のプ
ロセスの経験そのものが重要である。
（ア） 課題発見の段階　―　自分が何を体験したいの

か，その事実を自分の言葉で表現できているかを
評価する。課題把握力をみたい。

（イ） 計画の段階　―　具体的には「計画表づくり」の
状況を評価する。自分なりの体験活動の筋道を描
きたい。計画力，企画力をみる。

（ウ） 体験の事実の段階　―　実際に体験している場面
を観察しながら，子どもの活動に学ぶことである。
体験活動の評価で，中心になる部分である。楽し
む力，実践力，協調性，忍耐力などをみたい。

（エ） 体験をまとめる段階　―　体験を通して，どのよ
うな自分に気付けたかを評価する。満足感，充実
感，達成力などを評価する。

（オ） 発表の段階　―　体験を自己表現し，他者との一
体感を味わえているかを評価する。表現・発表力，
共感性，課題発見力などをみる。

5. ケース研究：講師招聘セミナーの実施　
―　小学校の授業展開に学ぶ

　大学で教職課程を学修する学生にとって，小中学校の
教育実践に学ぶ意義は大である。できるだけ教育の実際
場面を模擬演習的に体験させたい。本ケースの教職セミ
ナーが，教職目指す学生らが学ぶ地域連携の活動に少な
からず役立つものと期待できる。
*特別講義・教職セミナーにおいて，現職の小学校教員
を講師に招聘する。

【講師】A市立 B小学校　C主幹教諭（教務主任・5年生
担任）
【事例】小学校における体験活動の実際（総合学習など）
【セミナー目標】現職教諭の教育活動を具体的に理解す
る。
【参加学生】教職履修の希望学生
　以下は，セミナー講師（C主幹教諭）の講話内容を取
りまとめた概要である。
5.1. B小学校の直接体験のねらい
　B校では，直接体験のよさを＜本物にふれること＞と
捉えている。そこでの子どもたちの心身の感情的な味わ
いを重視している。まず，カラダ全体でかかわる手応え
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のある活動に取り組ませたい。ここには，全身を通して
生きる知恵を獲得し，小学生の子ども自らが心身ともに
納得する状況を体験させたい。そこにある精神的な安定
を感得させたい。
　例えば，5年生では稲刈り体験の活動がある（理科と
総合学習の時間）。稲刈りそのものの体験も意味がある
が，田植えから草取り，稲の成長過程の観察，脱穀など
一連の生活体験を丸ごと体験できるようにすることであ
る。この体験を 2月の学習発表会（特別活動・学校行事）
で発表している。また，子ども一人一人の体験のプロセ
スにおいて，自らの課題解決や新たな課題発見がみられ
ることに意味がある。稲刈り体験の例では，小さな稲の
苗を心こめて植える喜び，日々成長する稲の姿に感動す
るなどを味わう。その後の草取りの大変さ，稲刈りの苦
労など多様な困難をこり越える体験をする。
　この過程では，学級活動の時間に話し合ったり，農家
の人から直接アドバイスを貰ったりする。この実際体験
は，子どもの学びの思考を刺激し，自ら自己成長しよう
とする個の総合的なエネルギーになるものである。

5.2. 子ども自らが学習展開に見通しをもつ
　直接体験のよさは，体験そのものだけで終了しない。
ここでの力量は，子どもが自分の学習を自ら仕立て計画
する課題意識に連関する。「うーんなるほど」「よしやっ
てみよう」「おもしろそうだ」などの非認知の感覚がそ
の意識を現実化していく。例えば，この 5年生の稲刈り
の体験を，6年生の地域調査学習「湖の発見」に生かす
場合である（総合学習の時間）。「湖の色が変化するのは
なぜか」「ゴミが捨てられている」「魚が住んでいるのか」
などの疑問をもとに，環境問題に関する調査体験発表を
することになる。
　子どもたちは，以下のような見通しをもちながら，自
分の学習を展開している。
➀ 稲の成長過程でみたように，湖がどうして汚れるのか
を観察したい。

➁ 小グループに分かれて，調査研究のテーマを決めて分
担する（ゴミ捨ての実態，水の汚染度，魚の種類と数
など）。

➂ 2週間に 1回，中間発表をする。「観察ファイル」を
公開する。

➃ ポートフォリオ記録をもとに，グループで課題追究を
する。

➄ 個々が分担して，まとめのレポートを作成する。
➅ 地域関係者を招待して，学習発表会を開く。
➆ 次の学習課題を話し合う。

　このように，一連の体験過程を次の学習課題に連動さ
せると，その学習の方法や内容を自ら見出していく。（こ
のプロセスはいま求められる大学教育でも同様ではない
か？）
　そこにある基本要件として，子どもの感動や関心を認
め励ます，実地調査を重視する，中間発表の場をもち情
報交換し合う，話し合いにとまとめの場をもつ，発表の
機会をつくるなどの工夫が不可欠である。これらは今日
の主体的な学びに直結するものである。

5.3. 体験による学びを日常生活に活かす
5.3.1. 小学生期に身に付けたい生活体験　－　その 4つ
（ア） 基本的な生活習慣　…　衣・食・住（身辺整理）

のしつけ，目標のある計画的な生活，あいさつや
礼儀作法などである。とりわけ，小学校の低学年
段階で意図的に身に付けたい体験である。各家庭
にも協力要請して，親子の信頼関係をベースにし
た習慣形成を図る。

（イ） 対人関係の在り方　…　人とかかわる基本は，他
者との感情交流を味わうことである。実態は困難
な面もあるが，自分の気持ちや考えを適切に伝え，
相手を思いやることが重要である。日々の教育の
中で，人とのかかわりを体験的に学習できるよう
にする。

（ウ） 集団活動の体験　…　多様な集団や組織とかかわ
りそのものを体験することである。例えば，グルー
プ学習，上級生・下級生との活動体験，遠足や体
育祭での集団行動などである。その集団活動での
役割体験は，友だちやそのメンバーとの協調性を
育てる。

（エ） 規範意識　…　享楽的な現代社会で欠落している
部分である。遊びのルールが守れなくてトラブル
が起こったり，清掃を真面目にしようとするモラ
ルに欠けたりする。また，公共の場所にゴミを平
気で捨てるマナーの悪さなどがみられる。これら
の克服が，自己を適切にコントロールする能力や
規範をまもる意識になる。

5.3.2. 生活体験の具体指導例
　B小学校では，人とのかかわりを通して具体的に生活
体験を身に付けさせている。以下の例は，低・中・高学
年別に指導内容を位置付け，道徳の時間と学級活動を中
心に指導している。これらの日常化を図ることが，安心
感のある小学校教育のポイントである。
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8 「総合的な学習の時間の指導」　1998年（H10）の学習
指導要領の改訂により，＜生きる力をはぐくむ＞こと
を目指して小・中・高等学校の教育課程に創設された
ものである（小・中学校は「総合的な学習の時間」の
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これにともない，教育職員免許法施行規則において教
職の単位修得の一つに「総合的な学習（探究）の時間」
に関する履修科目の設置が必須とされている。

9 「生活科」　1989年（H元）の学習指導要領の告示に
よって，小学校低学年の教科として＜生活科＞が正式
に位置づけられた（それまでの低学年の「理科」と「社
会」は廃止）。年間の授業時数は，第 1学年で 102時間，
第 2学年で 105時間を充てている。その目的は，＜具
体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・
考え方を生かし，自立し生活を豊かにしていくための
資質・能力＞を育成することである。

10 デビッド・Ａ・スーザ他（2017） 『ＡＩ時代を生きる
子どものためのＳＴＥＡＭ教育 』幻冬舎，ｐ 41-43

11 Learning by doing（なすことによって学ぶ）；佐々木正
昭（2021）『「なすことによって学ぶ」という用語につ
いての考察』日本特別活動学会紀要第 29号，ｐ 1-8

12 文部科学省（2017・18）『（小中高等学校）学習指導要
領』　各教科等の＜目標＞の文言を参照のこと。

13 貝原益軒（1630～ 1714）；江戸時代前期の儒学者・博
物学者であり，教育学者である。また，2の文献のｐ
43を参照のこと。

14 三宮真智子（2018）『メタ認知で＜学ぶ力＞を高める』
北大路書房，とくに p14-15を参照のこと。

表 1　生活体験の実際例（低・中・高学年別）
目標 指導内容の例

低学年
身近な人への
あいさつ

• ありがとう，おはようなどの心の通い合うあいさつをする
• あいさつの快さを味わえるように，教師が積極的にかかわる（エンカウンターの演習体験）
• 家庭や地域社会でもあいさつができるようにする（習慣化できるまで「親子あいさつカード」
の記録と指導）

中学年
先生や友達の話
をよく聞く

• 相手の立場に立って話を聞く。子どもの声に耳を傾け受容的に聴く（カウンセリングの発想を
生かす）

• 子どもの「どんな話をしてくれるかな」という期待に応える
• 相手の気持ちになって自分の言動を振りかえる

高学年
相手に応じた
言葉遣いをする

• 子どもを取り巻く言語環境を整える（掲示物，印刷物など）
• 相手の気持ちを考えて話すことの大切さを実践する
• 話す内容を意識した機会や場を設定する（学級活動の重視）
• 思いやりの気持ちを持つことや，TPOをわきまえた言葉遣いの在り方について話し合う
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【資料❶-1】  教職課程科目「学校ボランティア」の実践 ― シラバスの概要 1 

    
・科目名：学校ボランティア （単位数：2   開講時期；2 年（前期・後期）  担当教員

（略）） 
◆ 授業概要   本講義では，学校ボランティアの意義や内容について学校教育の実際

に触れて学ぶことを基本とする。その際，区内の小学校において２年次の９月と２月
の１週間ずつ計２週間のボランティア体験を行う。主な内容は，①事前学習としてボ
ランティアの意義や内容を学ぶ，配置校への事前訪問（あいさつ，校内参観，給食
時間の参観など），②ボランティアの実際体験（配置学校の計画による。例：学級担
任・教科指導の補助，給食時間の補助，放課後の学習相談活動，放課後遊びサポ
ート，学校行事の補助，部活動の補助，障害のある子供の学習・学校生活への支援
など），③事後学習としてまとめのレポート作成・提出，配置校への礼状（あいさつ）
などである。また，まとめとして報告発表会も予定す
る。                                                                                                            

◆ 到達目標  1. 学校でのボランティア活動を通して，栄養教諭の立場から学校教育の
実際とその在り方を実践的に学ぶことができる。 

2. 学生自らが自発的に学校教育に関する課題を見出し，具体的なボランティア体
験を通して実際的・体験的に学修することができる。 

3. 4 年次に履修する教育実習に向けて，教職への自己の適性を知る機会とするこ
とができる。 

回 項 目 内 容 

１ 
事前学習① 
学校ボランティアの意義 

学校ボランティアの意義・内容の理解，学習への意
欲など 

２ 
事前学習② 
配置校の理解 

区立の小学校の情報（ＨＰ）をもとに配置校の教育
状況を知る 

３ 
事前学習③ 
活動内容の事前準備 

事前訪問，あいさつ，ボランティア活動の内容理解 

４ ボランティアの実際① 
配置校の計画によるボランティア活動（担任の補
助，給食の援助など） 

５ ボランティアの実際② （同上） 
６ ボランティアの実際③ （同上） 
７ ボランティアの実際④ （同上） 

８ ９月の活動体験のまとめ ボランティア学習のレポート作成，配置校への礼状
など 

９ ボランティアの実際⑤ 配置校の計画によるボランティア活動（担任の補
助，給食の援助など） 

10 ボランティアの実際⑥ （同上） 
11 ボランティアの実際⑦ （同上） 
12 ボランティアの実際⑧ （同上） 

13 ２月の活動体験のまとめ ボランティア学習のレポート作成，配置校への礼状
など 

14 事後学習① 
まとめのレポート まとめのレポート作成，報告の準備 

15 事後学習② 
報告会 学校ボランティアの体験と成果を学び合う 

   ＊ ９月・２月のボランティア実習日（計２週間） 
第１回 → ９/9（月）～９/13（金）  第２回 → ２/17（月）～２/21（金） 

 

担当教員および学生個々による配置校

挨拶訪問等 

担当教員および学生個々による配置校

挨拶訪問等 

【資料❶ -1】　　教職課程科目「学校ボランティア」の実践　―　シラバスの概要
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【資料❶-2】  学生用の「学校ボランティア」授業予定 1 

    2 

前前期期「「学学校校ボボラランンテティィアア」」のの授授業業予予定定  

  （水曜日：１時間目 9：00スタート）     担当（X・Y・Z） 

               

● 主な内容 

① 事前学習としてボランティアの意義や内容を学ぶ、配置校等の理解 

② ボランティアの実際体験（９月と２月、各１週間）に関する事前計画 

③ 事前・事後学習のレポート作成・提出、プレゼンテーション 

 

 

 

 

● 授業予定                              

授業日 主な内容 備 考 担当教員 

① 4/12 
オリエンテーション（本学修の意義・進め方） 
    配置校の決定、プレゼンの展開と方法 

 X・Y・Z 

② 4/19 ボランティア活動の意義と内容  X 

③ 4/26 小学校教育に学ぶ（（〇〇小小・・◎◎校長先生の講話）） Report X・Y・Z 

④ 5/10 プレゼン作成方法、プレゼン計画・役割の決定 
 

X 

⑤ 5/17 プレゼン①（A）（B）司会【C】  Y 

⑥ 5/24 プレゼン②（D）（E）  【F】  Y 

⑦ 5/31 プレゼン③（G）（H）  【I】  Z 

⑧ 6/7   プレゼン④（J）（K）  【L】  Z 

⑨ 6/14 プレゼン⑤（O）（T）  【V】  X 

⑩ 6/21 区の教育を学ぶ（区教委・指導主事講話） Report X・Y・Z 

⑪ 6/28 事前学習① 「個人票」「記録票」の理解など  Y 

⑫ 7/5 事前学習② あいさつ 1  Y 

⑬ 7/12 事前学習③ あいさつ 2  X 

⑭ 7/19 事前学習④ あいさつ回りのレポート報告 Report Z 

⑮ 7/26 まとめ、第 1 回ボランティア準備  X・Y・Z 

⑯ 8/2 （予備：定期試験期間）   

                                 

● 学修上の留意点 

1 学生自らが積極的かつ自主的・協働的に学修内容に取り組む。 

2 小グループを中心にした学び合い、チームワークを大切にする。 

3 「学校ボランティア」の内容を中心に、教職課程の履修プロセスを計画的に学ぶ。 

 

 

 
学籍番号（       ）   氏名【        】 

目目指指すす学学士士力力  ＝＝  ①①  課課題題把把握握力力  ＋＋  ②②ププレレゼゼンン力力  ＋＋  ③③チチーームムワワーークク力力  
PBL（Problem Based Learning）の学びで、自他のよさを発見しよう！ 

 
ボボ ララ

ンン テテ

ィィ アア

学学習習  

配置校訪問 
あいさつ回り 

【資料❶ -2】　　学生用の「学校ボランティア」授業予定
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【資料❷】　　知っておきたい地域等にある専門機関（例）

各家庭や近隣の小中学校はもとより、他校の特別支援学級、教育委員会、教育相談所、

公立保健所、警察署、青少年補導センター、児童相談所、家庭裁判所、児童自立支援施設、

福祉事務所などの機関とのかかわりが考えられる。（（下下図図参参照照：：筆筆者者作作成成））。  
例えば、不登校傾向の子が教育相談所に通いながら本来の自分を取り戻す、発達障害の

ある子が近くの特別支援学級で通級指導を受ける、虐待に苦しむ子を教育委員会や児童相

談所と協力しながら援助するなどを通して、保護者・子どものニーズに応える。  
（（図図））各各種種関関係係のの専専門門機機関関  

各学校は教育機関としてその専門性を維持し、向上・発展するために積極的に地域等の

専門的機関等の資源を有効に活用することが大切である。そこには、「つなぐ」「学び合う」

「ひろげる」という言葉で表現される具体性のある連携協力の在り方が求められる。  
「つなぐ」は、その機関が互いの教育力をつなぎ結び付ける営みである。また「学び合

う」は、その専門的な役割と教育力を互いに学ぶ営みである。「ひろげる」は、その機関が

互いの教育力をＰＲし合い、その機関内や地域社会などに拡大していく活動である。  

【資料❷】  知っておきたい地域等にある専門機関（例） 

各各種種のの関関係係機機関関
つつななぐぐ

学学びび合合うう
ひひろろげげるる

【【教教育育関関係係】】
教育委員会
教育相談所
教育支援センター
特別支援学校・学級
公民館

【【警警察察・・司司法法関関係係】】
警察署、家庭裁判所
少年サポートセンター
少年鑑別所、保護観察所
保護司会、少年院、
法務局

学学校校 家家庭庭連連携携のの基基盤盤

【【福福祉祉関関係係】】
児童相談所、児童自立支援施設
児童養護施設、福祉事務所
児童家庭支援センター
発達障害者支援センター
家庭児童相談室、（民生委員・児童委員）

【【保保健健・・医医療療関関係係】】
保健所、病院
精神保健福祉センター
【【そそのの他他】】
少年補導センター
消費生活センター
いのちの電話
チャイルドライン
地域自治会、ＰＴＡ

・ｐ の図について、修正をお願いします。
・キャプション（【資料❷】）の修正をお願いします。
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【資料❸】  「先生力」の涵養 ― 地域社会と協働する学びの表現者 1 

 2 

 3 

                                                 （筆者作成） 4 

 5 

個個性性、、感感性性
パパッッシショョンン

(1)子子供供のの学学習習活活動動にに学学ぶぶ
（（子子供供論論・・教教育育論論ををみみががくく））

（（2）） 自自ららのの専専門門性性をを活活かかすす
（（研研究究心心・・指指導導力力をを問問うう））

(3) 指指導導のの事事実実をを自自己己評評価価すするる
（（臨臨床床的的なな実実践践をを問問うう））

(4) 教教職職ををリリススペペククトトすするる
（（組組織織へへのの愛愛着着心心をを問問うう））

①①カカウウンンセセリリンンググ
（（Counseling））感感覚覚をを磨磨くく

②②レレジジリリエエンンスス

(Resilience) をを感感得得すするる

③③エエゲゲーージジメメンントト
（（Engagement））をを獲獲得得すするる

④④パパタターーナナリリズズムム

（（Paternalism））をを問問うう

「先生」は・・？

非認知能力 E A
Experience 経験・体験
Adapta-on 適応・順応

ＰＰ：：目目標標設設定定、、行行動動計計画画

ＤＤ：：役役割割・・動動機機、、行行動動

ＣＣ：：成成果果のの測測定定・・評評価価
ＡＡ：：修修正正・・改改善善

「先生力」の涵養

・・組組織織のの強強化化
・・教教育育効効果果のの高高揚揚
・・顕顕在在的的なな成成果果

「言語」＆ 「情報」

アウフヘーベン

認知能力 PDCA
plan-do-check-act
（マネジメントの重視）

【資料❸】　　「先生力」の涵養　―　地域社会と協働する学びの表現者


